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バイオ・リサイクル部会の説明

バイオテクノロジーを駆使して環境に対する負荷の少ない生産技術
再生可能エネルギー、有価資源のリサイクル技術を開発する研究者（ 研究シーズ）

＋
それらを活用して事業化を目指す企業のニーズとを結ぶ

＋
さらにはそれらを活用してカーボンニュートラルを目指す自治体のニーズに応える

産学公連携による研究開発から社会実装までを網羅する部会

=

極限環境に耐える微生物を利用した
環境浄化と脱炭素（CO2吸収）を行
いながら有価バイオマスを創る

高温・硫酸強酸性の温泉に生息
する温泉藻「シゾン」

5 μm

(例) 理学部 三角先生
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バイオ・リサイクル部会の説明
(例)

無添加 カテキン類を
添加

ある種のカテキン類の添加により
歯周病菌のバイオフィルム形成が抑制

●病原微生物（デンタルプラークに代表される

バイオフィルム）の付着と定着のメカニズム

●微生物の付着・定着を抑制する成分の検索と応用

●微生物間のコミュニケーションとその応用

農学部 阿座上先生

仲間が少ない時（会
話物質濃度が低い
時）はおとなしく

仲間が揃うと（会話物
質濃度が高くなると）
一斉に病原性発揮

細菌は会話することで病原性を発揮

→会話をブロック・攪乱することで
病原性を制御
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バイオ・リサイクル部会の説明
(例) 工学部 比嘉先生Ca含有廃棄物からのCa抽出およびCO 2鉱物固定化技術

• 廃コンクリート等からCaを抽出し、排ガスから
CO2を鉱物固定化することでカーボンリサイク
ルとカルシウムリサイクルを実現

キーワード
機能性高分子材料、イオン交換膜、電気透析、バイポーラ膜、酸・アルカリ同時生成

プロジェクト等
NEDO「カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発／次世代火力発電技術推進事業／カーボンリサイクル技術
の共通基盤技術開発/カルシウム含有廃棄物からのCa抽出およびCO2鉱物固定化技術の研究開発」

• バイポーラ膜電気透析(BMED)により塩水から
酸・アルカリを同時生成し、CO2の鉱物固定化
を行う。

https://www.challenge-zero.jp/jp/casestudy/790
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学（山口大学）が主導
民（地域企業）の協力
官（地方自治体）の参加

何よりも県民、市民の
理解と協力が不可欠

まず、できることから開始

プロジェクトの体制を整え、

大型予算獲得への挑戦

例）環境省の環境研究総合推進費

への申請など


